
はじめに

人インフルエンザの病原体であるインフルエンザウイ
ルスをはじめとするすべてのインフルエンザウイルスの
起源は，鳥類特にカモなどの水鳥が保有する鳥インフル
エンザウイルスと考えられている．野生のカモ類は，そ
の腸管内に正常細菌 （ウイルス） 叢の一種としてインフ
ルエンザウイルスを保有している．したがって，外見上
健康なカモ類の多くはその腸管にはインフルエンザウイ
ルスを保有し，糞中にウイルスを排出する （本来の宿
主）．水鳥が保有しているインフルエンザウイルス （H5，
H7 亜型を含む） は，鳥類に対して激烈な病原性を示さな
い1,2）．

H5あるいはH7亜型高病原性鳥インフルエンザウイル
ス感染に高い感受性を示す鶏は，鳥インフルエンザウイ
ルスの本来の宿主ではない．鶏群に侵入して，鶏の間に
おいて感染を続けることのできた一部のH5あるいはH7
亜型の低病原性鳥インフルエンザウイルスが，鶏に対し
て強い病原性を獲得する場合がある3,4）．すなわち，高病
原性鳥インフルエンザを引き起こす鶏に高い致死性をも
たらす高病原性鳥インフルエンザウイルスに変異する．
しかし，高病原性鳥インフルエンザウイルスが必ずしも
ヒトを含むほ乳類に対して激烈な病原性を示すとは限ら
ない．

Ⅰ．H7N9亜型低病原性鳥インフルエンザウイルス

1. 中国におけるヒトの鳥インフルエンザ（H7N9）の
発生

2013 年 3 月末に中国政府から発表されたヒトの鳥イ
ンフルエンザ （H7N9） 感染は，終息していない．H7N9
鳥インフルエンザウイルス感染が確認されたヒトは，重
症患者あるいは死亡した場合に限定される．軽症例，不
顕性感染例の実態はほとんど分かっていない．家族内感
染もごく限定的に起きている様であるが，ほとんど不明
である．

罹患者の特徴的な臨床症状は重篤な急性肺炎である．

治療が遅れた場合，死亡する事例は少なくなく，死亡を
免れても快癒まで長い日数を要する5）．罹患者の多くは，
鳥類との接触があり，鳥類からウイルス感染し，発病し
ているようである．

最初の罹患者は 2013 年 2 月に上海市で見つかったが，
その後，ヒトへの感染は急速に拡大した．東部地域で発
生は広がったが，北京市，上海市，南京市，杭州市，蘇
州市のような大都市の人口密集地での発生が大部分であ
る．

2013 年 4 月に，食材である動物が生きたまま陳列され
ている生鳥市場が，鳥インフルエンザウイルス （H7N9） 
増殖の場となっており，そのような危険な市場でヒトへ
の感染が起きることが疑われた．中国政府は危険度の高
い市場を一時的に閉鎖した．その結果，罹患者発生が激
減 し て 小 康 状 態 を 招 来 し た6）． 鳥 イ ン フ ル エ ン ザ 

（H7N9） 発生が一段落したと判断した中国政府は，市場
を 5 月に再開させた．同時に鳥インフルエンザに対する
関心も低下した．

今回の鳥インフルエンザウイルス （H7N9） の大元の
感染巣は農村部にある．ウイルス汚染が疑われた鳥イン
フルエンザ発生都市部近郊の農村地帯における，家きん
類や水きん類のウイルス感染についての組織的な調査が
行なわれた形跡はない．無作為に多数の家きん類や水き
ん類からのウイルス抗原検出を試み，抗体保有状況を調
べているが，陽性率は非常に低い．農村地帯で飼育され
ている鶏，アヒル，ガチョウ等の家きん類，水きん類の
ウイルス汚染状況の詳細は示されていない．ウイルスは
農村地帯で温存されている．

2013 年 8 月に入り再び罹患者が出た．10 月以降罹患
者は徐々に増え，11 月末頃から罹患者の増え方が顕著に
なり，12 月中旬からの罹患者は急増した．増加のカーブ
が，季節性インフルエンザの流行に重なった．家族内感
染も極めて稀であるが起きているようであるが7），ヒト
からヒトへの明らかなウイルス伝播は認められていな
い．一方，健康な養鶏関係者の抗体保有率は低くないと
いう成績も示されている8）．
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ウイルスは，2013 年 5 月までに中国東部にすでに広く
拡散しており，その後の飛躍的なウイルスの広がりは起
きていないようである．広東省，香港などの南部におい
ても発生が新たに認められているが，2014 年から 2015
年にかけての冬季間にも本病は発生している （図 1）．

ところで，鳥インフルエンザ （H7N9） の罹患者続発に
より，鶏肉，鶏卵の消費が減少し，価格も下落して，農
村地帯にも多大な経済的損失が生じた．約 4000 万人の
農民に約 200 億元 （33 億ドル） 以上の被害が出ていると
いわれており，中国政府は新たな農家への財政支援を行
った．

幸いなことに，本ウイルスが中国から国外へ拡散した
という証拠は現在上がっていない．

2. H7N9鳥インフルエンザウイルスの特徴
今回の H7N9 亜型鳥インフルエンザウイルスは，ウイ

ルス表面タンパクの H 及び N 遺伝子がそれぞれ別の野
生の水鳥由来，ウイルス内部タンパクの残りの 6 遺伝子
は鶏のH9N2鳥インフルエンザウイルスの遺伝子由来の
遺伝子再集合体である9）．すなわち，鳥インフルエンザ
ウイルスである．しかし，ウイルス性状の解析から，今
回の H7N9 ウイルスは，他の鳥インフルエンザウイルス
に比べてより容易にヒトに感染しやすいウイルスの性状
を獲得している事，特にヒトの呼吸器粘膜上に存在する
インフルエンザウイルスレセプター （付着部位） を，容
易に認識できる性質を獲得する一歩手前まで進んでいる
と考えられている10）．フェレットからフェレットへウイ
ルスの伝達が成立することも実験的に確かめられてい
る．

また，出現当初から今回の H7N9 ウイルスは，H5N1
ウイルスと異なり，鶏に病原性をほとんど示さない低病
原性鳥インフルエンザウイルスであることは注目されて
いた10）．現在でも，低病原性鳥インフルエンザウイルス
である．ヒトに対する感染性にも大きな変化は認められ
ていない．

H7N9 ウイルスは抗インフルエンザウイルス薬に感受
性を示す．しかし，重症化して入院した感染発病者にタ
ミフルを連続して投薬したところ，投薬開始後 2 日目に
はタミフル感受性を示していたウイルスが，投薬 9 日目
に分離されたウイルスでは抵抗性を示した事例があ
る11）．このタミフル耐性ウイルスが，ヒトの間で広く拡
散する可能性は高くないが注目する必要はある．

3. 中国における鳥インフルエンザ（H7N9）防疫と今
後の見通し

2009 年頃から中国国内で，H5N1 亜型高病原性鳥イン
フルエンザウイルスに様々な変異の起きていることが明
らかになったため，2013 年 2 月 25 日に中国農業部によ
って策定された『2013年国家動物伝染病モニタリング・
疫学調査計画』 （国家サーベイランス）12）に基づいて，生
鳥市場及び農場で，鶏，アヒル，ガチョウ，ハト等の家
きん類の総排泄腔拭い液 （クロアカスワブ） あるいは環
境検体 （塵埃等） 等について，鳥インフルエンザウイル
ス （H7N9） の検出が RT-PCR 法により始められてい
る．その結果，鳥インフルエンザウイルス （H7N9） は，
市場で陳列されていた鶏，ハト，アヒル，ガチョウ，市
場の塵埃などから検出され続けている13）．一方，農村部
では，ごく限られた農場からウイルスが検出されている
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図 1　中国で発生し続けているヒトの鳥インフルエンザ（H7N9）
 WHO
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にすぎない．
本ウイルスが出現した当初，生鳥市場を閉鎖すること

によって，一時的に本病罹患者の発生を抑えることはで
きたが6），再発を抑えることができなかったため，最近
では，本病発生が続いても生鳥市場を閉鎖したという報
告はされていない．すなわち，本病の根本的な防疫措置
はとられていない．

今回の H7N9 ウイルスは，時折ヒトに激烈な感染を引
き起こすが，鳥類には致死性のない低病原性鳥インフル
エンザウイルスである．しかし，いつ高病原性を獲得し
ても不思議ではない．したがって，農村部におけるウイ
ルス封じ込めは必須で，中国家畜衛生行政が組織的な野
外調査を実施し，高病原性化する可能性を秘めている
H7N9 ウイルス汚染実態を早急に割り出し，根本的な対
策をとる必要がある．ウイルス分離又は抗体検査以外，
今回のウイルスの鳥類における感染を確かめる方法はな
いが，中国家畜衛生行政が徹底した防疫対応を取りうる
か否かに H7N9 ウイルス消滅につながる重大な鍵があ
る．H7N9 ウイルス封じ込めに失敗した場合，アジア全
地域にウイルスが拡散する恐れが生ずる．

公衆衛生の面から，H7N9 ウイルスがヒトに馴化した
ウイルスに変異する可能性が懸念されている．H5N1 ウ
イルスと H7N9 ウイルスが遺伝子再集合を起こし，未知
の性状を持った新しいウイルスが出現する可能性もあ
る．

日本国内での対策確立は重要であるが，中国国内に限
定して起きている鳥インフルエンザであるため，日本国
内で根本的な対策をとる事は困難である．養鶏場でのモ
ニタリング強化と検疫の強化は不可欠である．

Ⅱ．H5亜型高病原性鳥インフルエンザウイルス

1. 高病原性鳥インフルエンザウイルス（H5N1）に起
りつつある様々な変異

1996 年に中国南部に出現した H5N1 亜型高病原性鳥
インフルエンザウイルスは，アジアからヨーロッパ，ア
フリカに拡散したが，現在においても中国国内多くの地
域における高病原性鳥インフルエンザ （H5N1） の発生
は止まっていない （図 2）．本ウイルスの HA 遺伝子を含
むすべての遺伝子の変異は進行しており14），池で飼育さ
れ，他の野生水鳥との接触機会が多いアヒルを介して，
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図 2　中国における高病原性鳥インフルエンザ発生状況
 2014 年 1 月以降
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中国ではH5N1ウイルスと別の亜型の鳥インフルエンザ
ウイルスとの遺伝子再集合も起きている．現在では，複
数の N 亜型の H5 鳥インフルエンザウイルスが中国を中
心に出現しており，これら遺伝子再集合体は，地球規模
で広く拡散し始めている．

（1） H5N6 亜型高病原性鳥インフルエンザウイルスの
出現

2014 年 4 月に，四川省で家きんと野鳥に H5N6 ウイ
ルスによる高病原性鳥インフルエンザが発生した13）．四
川省在住の急性重症肺炎と診断された患者の咽頭スワブ
から，H5N6 鳥インフルエンザウイルスの核酸が検出さ
れた15）．患者は 49 歳の男性で死亡した．この患者には死
亡家きんとの接触歴があった．

2014 年 4 月及び 8 月に，中国に近いベトナム北部 3 地
域の家きん類に，高病原性鳥インフルエンザ （H5N6） が
続発した13）．ラオス北部のタイに近い農村において，同
年 3 月 （中国での発生 1 カ月前） 家きんに高病原性鳥イ
ンフルエンザ （H5N6） が発生した16）．ラオスで分離され
た H5N6 ウイルスの H 遺伝子は clade2.3.4 に分類され
る．

中国政府は，2014 年 10 月 26 日に，突然，高病原性鳥
インフルエンザ （H5N6） が国内ほぼ全土に蔓延してい
ると発表した （図 2）．しかも，本病発生月がすべて 9 月
に限定されるという信じ難いものである．日本国内でも
十分警戒しなければならない状況が生まれた．

（2） H5N2，H5N5，H5N8 亜型高病原性鳥インフルエ
ンザウイルスの出現

2013 年 12 月に河北省，2014 年 1 月には隣の山東省の
家きん農場においてH5N2亜型ウイルスによる高病原性
鳥インフルエンザが発生した17）．この発生は，H5N1 ウ
イルスから派生した N1 亜型以外の H5 亜型ウイルスに
よる最初の野外症例である．

2009 年頃より中国東部の生鳥市場に持ち込まれた各
種家きん類から H5N2，H5N5，H5N8 亜型ウイルス株
が，高病原性鳥インフルエンザ （H5N1） 発生地域で，
H5N1 及び H9N2 鳥インフルエンザ不活化ワクチン接種
を受けた鶏，アヒル，ガチョウから分離されている18）．
これらウイルスが分離された鳥類は高病原性鳥インフル
エンザの臨床症状を示していなかった．分離ウイルスの
HA 遺伝子はいずれも clade 2.3.4 に分類された．山東省
から持ち込まれたガチョウ，広東省および江蘇省から持
ち込まれたウズラから H5N5 ウイルスから 3 株分離され
ている．興味深いことに，江蘇省から持ち込まれたアヒ
ルから H5N8 ウイルスも 1 株分離されている19）．いずれ

も 2009 年から 2010 年にかけて分離され，高病原性を示
した．

その後，2013 年に浙江省の生鳥市場でも，アヒルから
H5N8 ウイルスが分離され，韓国で 2014 年 1 月に分離
された H5N8 ウイルスの HA 遺伝子はこのウイルスの
HA 遺伝子と高い類似性を示した．広い地域に H5N8 ウ
イルスは拡散しており，そこから韓国にウイルスが拡散
した可能性が考えられている19）．

中国政府は，2013 年に国家動物伝染病委強制免疫計画
を策定して，飼育されている家きん類にワクチンを接種
して，強制的に免疫を獲得させる計画を立てた20）．目標
は，家きん群及び水きん群の免疫カバー率を常に 90％以
上保ち，そのうち，免疫を獲得させる家きん・水きんの
免疫カバー率を 100％に到達させ，有効抗体価保有率を
通年 70％以上に保つことにある．しかし，様々な亜型の
H5 鳥インフルエンザウイルスが出現し，抗原変異も進
み，たとえ計画通りにワクチン接種がなされても，有効
なワクチン効果が発現し，高病原性鳥インフルエンザ撲
滅につながるであろうか．疑問である．

2. 2014年 1月に韓国で発生した高病原性鳥インフル
エンザ （H5N8） 

韓国西南部，黄海に面した全羅北道の種アヒル農家で，
高病原性鳥インフルエンザが 2014 年 1 月 16 日に突如発
生し，韓国ほとんどすべての地域に発生が広がった （図
3）．2015 年 4 月に至っても発生は完全には止まっていな
い．2015 年 5 月 5 日までに，H5N8 亜型高病原性鳥イン
フルエンザウイルス感染が確認され殺処分を受けた家き
ん類，水きん類は 1,881 万 3 千羽に及んでいる．

発生の特徴は罹患農場の多くは養鶏場ではなくアヒル
農場であり，発生件数の 73％を占めている．H5N8 ウイ
ルスの鳥類に対する病原性は，2005 年以降広く分布して
いる H5N1 ウイルスと異なる．すなわち，鶏には高い致
死性を示すが，アヒルなど水きん類に対する致死性は低
い．明確な臨床症状を示さないアヒルの，農場での本病
確認及び摘発は非常に難しい．韓国の家きん産業界から
の本ウイルス完全消滅は容易ではない．本ウイルスが韓
国家きん産業界に定着すると，ウイルスの日本国内への
侵入を常時警戒せねばならなくなる．

3. 熊本県で発生した高病原性鳥インフルエンザ 
（H5N8）

2014 年 4 月 12 日午後，熊本県山間部の 56,000 羽飼育
ブロイラー農場から，最寄りの家畜保健衛生所に，前日
70 羽，当日 200 羽飼育中の鶏が死亡しているとの報告が
なされた．家畜保健衛生所により簡易検査で A 型インフ
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ルエンザウイルス陽性，さらに PCR 遺伝子診断を実施に
より H5 亜型と診断された．死亡羽数の激増および病原
体が H5 亜型ウイルスであることから，高病原性鳥イン
フルエンザが発生した疑いが濃厚になり，熊本県は，鶏
の移動制限をかけた．熊本県は直ちに上記 2 農場の鶏の
殺処分と埋却を開始し，移動制限区域を設定し，搬出制
限区域も設定した．さらに，発生農場周辺や主要道路の
消毒強化などを行った．

発生報告から 72 時間以内の 4 月 14 日には，すべての
飼育鶏の殺処分を終了し，埋却した．熊本県は，すべて
の行政措置を実施し，5 月 8 日午前 0 時をもってすべて
の制限は解除された．

熊本県が分離した H5 亜型鳥インフルエンザウイルス
の N の亜型は 8 であり高病原性であることが確認され
た．さらに，8 本すべての遺伝子分節が，2014 年に韓国
で分離されたウイルス株と 99％以上の相同性を持つこ
とが明らかになった21）．

4. 2014年 11月以降における高病原性鳥インフルエ
ンザ （H5N8） の動向

（1） 国内での渡り鳥からのウイルス分離 （図 4） 
11 月にはいり国内各地で北方から飛来したばかりの

渡り鳥の糞からH5N8亜型鳥インフルエンザウイルスが
相次いで分離された．

最初に山陰地方で分離された．11 月 3 日に島根県安来
市郊外の能義平野で採取されたコハクチョウの糞 36 検
体の 2 検体から H5N8 亜型高病原性鳥インフルエンザウ
イルスが分離された22）．11 月 18 日に鳥取市郊外の日光
池で採取されたコハクチョウの糞からH5N8亜型高病原
性鳥インフルエンザウイルスが分離された23）．千葉県長
生郡長柄町において千葉県が 11 月 18 日に採取したカモ
類の糞からH5N8亜型鳥インフルエンザウイルスが分離
された24）．2014 年 12 月に岐阜県可児市に飛来したオシ
ドリが死亡しているのが見つかり，H5N8 亜型高病原性
鳥インフルエンザウイルスが分離された．
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図 3　韓国における高病原性鳥インフルエンザ（H5N8）発生状況
 2014 年 1 月以降
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11 月 23 日に鹿児島県出水市郊外のナベヅルとマナヅ
ルの越冬地で 1 羽の衰弱したマナヅルが見つかり保護さ
れたが （後死亡），高病原性H5N8亜型鳥インフルエンザ
ウイルスが分離された25,26）．12 月から 2 月にかけて，更
にナベヅルが 3 羽，マガモが 2 羽本ウイルスに感染して
死亡した．ねぐらの水からも H5N8 ウイルスが分離され
ている．同じ地域で 2010 年 12 月にナベヅルに高病原性
鳥インフルエンザウイルス （H5N1） が感染して発病し
た事例がある．

2010 年〜2011 年にかけて日本国中で養鶏場や各種野
鳥が大きな被害を受けた時の秋の状況が想起される．す
なわち，2010 年 10 月に北海道稚内市郊外で樺太から飛
来したカモ類の糞からH5N1亜型高病原性鳥インフルエ
ンザウイルスが分離され，その 1 月後の 11 月から 12 月
にかけて島根県安来市郊外の養鶏場，富山県高岡市の動
物公園のカモ類に高病原性鳥インフルエンザ （H5N1） 
が発生した．その後，発生は鹿児島県出水市のナベヅル
越冬地に広がり，さらに国内の広い地域で発生が起きた．

（2） 養鶏場での高病原性鳥インフルエンザ （H5N8） 
の発生 （図 4） 

2014 年 12 月から 2015 年 1 月にかけて西日本で 5 件
の養鶏場における高病原性鳥インフルエンザ （H5N8） 

が発生した （第 4 図）27）．最初に宮崎県で 2 件，まず 12
月 16 日に県北部の延岡市のブロイラー種鶏農場，次い
で 12 月 28 日に宮崎市郊外のブロイラー農場である．12
月29日には山口県長門市 （日本海側） のブロイラー農場
で発生した．2015 年 1 月 15 日に岡山県笠岡市の約 20 万
羽飼育採卵養鶏場，1 月 17 日に佐賀県西松浦郡 （長崎県
に近い） のブロイラー農場で発生があった．

今冬期間の発生では，すべての発生養鶏場から公的機
関への通報が早く，公的機関の初動も迅速であった．素
早い動きが発生拡大を防いた．いずれの発生養鶏場の飼
養衛生管理に大きな問題はなかった．野鳥・獣害対策な
どに若干の問題点が指摘された養鶏場もあったが．発生
養鶏場の近くにため池，ダム湖などカモ類が飛来する場
の存在が，発生養鶏場の共通点である．

この冬期間，4 年ぶりに渡り鳥からの鳥インフルエン
ザウイルスの分離が相次いだ．多くの渡り鳥が H5N8 高
病原性鳥インフルエンザウイルスを国内に広範に持ち込
んだと考えられる．国内養鶏場の鳥インフルエンザ防疫
対策の充実化が，発生件数を 5 件に止めた可能性がある．
韓国あるいは台湾 （後述する） における高病原性鳥イン
フルエンザ （H5N8） 発生状況と比較すれば明らかであ
る．
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図 4　 2014 年 11〜2015 年 2 月の H5N8 亜型ウイルス野鳥からの分離または
養鶏場での高病原性鳥インフルエンザ（H5N8）発生
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5. ヨーロッパ及び北米での高病原性鳥インフルエン
ザ （H5N8） の発生 （図 5）

ドイツでは，2014 年 11 月 6 日七面鳥に本病が発生し
た28）．11 月 17 日に外見上健康なカモから H5N8 ウイル
スが分離された．それ以降 2015 年 1 月まで家きん類で 3
件の発生があり，野鳥及び動物園飼育動物から夫々 1 件
本ウイルスが分離されている．イギリスでもアヒル農場
で 1 件29），オランダの 3 か所の家きん農場30），イタリア
及びハンガリーでも夫々 1 件発生があった27）．スウェー
デンでは野鳥からの分離されている27）．

北米大陸でもH5N8ウイルスがカナダ及び米国の広い
地域に拡散して大きな被害を家きん産業に与えている．
家きん類への感染のみならず多数の野鳥から本ウイルス
は分離され続けている．現在でも終息していない31）．

この H5N8 ウイルスは，元来ヨーロッパあるいは北ア
メリカ大陸に分布していなかった．2014 年春にオースト
ラリアあるいは東南アジアから韓国を経由して北帰行し
た渡り鳥が，このウイルスに韓国で感染して，ウイルス

を繁殖地 （極北） に持ち帰ってしまった．繁殖地でこの
ウイルスが鳥間で感染拡大を起こし，2014 年秋に極北か
ら南下したH5N8ウイルスに感染した多くの渡り鳥群に
より，アジアのみならずヨーロッパ，北米大陸にまで広
範にウイルスが拡散されたと考えられている．

過去にはなかった，H5N8 高病原性鳥インフルエンザ
ウイルスの地球規模での拡散である．今後も地球上広範
にこのウイルスが分布し続ける可能性が生じた．

北アメリカ大陸ではH5N2鳥インフルエンザウイルス
による高病原性鳥インフルエンザも頻発している．この
ウイルスの H 遺伝子は H5N8 ウイルス由来であり，N 遺
伝子は北アメリカ大陸に分布する鳥インフルエンザウイ
ルス由来である．

6. 台湾で多発している高病原性鳥インフルエンザ（図 6）
台湾では 2003 年に H5N2 亜型低病原性鳥インフルエ

ンザウイルスの養鶏場への侵入が見つかってから，台湾
全土の養鶏場にこのウイルスは広がった．2010 年にこの
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図 5　世界の高病原性鳥インフルエンザ（H5N8）発生状況
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ウイルスは高病原性化して，状況は深刻化した．現在，
本病撲滅の目処は立っていない．

一方，2015 年 1 月 8 日に，台湾中部で飼育されていた
種ガチョウ 5,200 羽中 3,683 羽が死亡し，H5N8 鳥イン
フルエンザウイルスが分離された．ウイルスの遺伝子性
状は 2014 年に韓国で分離されたウイルスと近縁であっ
た．同じ頃に南部及び中部で 6 件の高病原性鳥インフル
エンザ （H5N2） が，鶏，ガチョウ，アヒルで起きた．そ
のうち5件の発生で分離されたウイルスのH及びNの性
状は，2014 年に韓国で分離された H5N8 ウイルスの H5
と近縁で，N は中国吉林省で 2011 年に分離された H5N2
ウイルスと近縁であった．

これらの発生を契機に台湾のほとんど全土で高病原性
鳥インフルエンザの発生が頻発しており，現在に至るま
で H5N2 及び H5N8 ウイルス感染による高病原性鳥イ
ンフルエンザ発生は終息していない．台湾政府は，H5N8
鳥インフルエンザウイルスは渡り鳥によって持ち込まれ
たと説明している．台湾も日本同様，北方より飛来した
多くの渡り鳥が H5N8 ウイルスを持ち込んだ結果，この

ような多数の発生が起きたのであろう．鳥インフルエン
ザ防疫体制の不備がこのような数多くの発生に繋がった
可能性がある．

日本に隣接する台湾から日本国内にウイルスが持ち込
まれることがないように十分警戒せねばならない．

おわりに

H7N9 鳥インフルエンザウイルスと異なり，様々な H5
鳥インフルエンザウイルスのヒトへの感染事例は少な
い．1996 年中国に出現した H5N1 亜型高病原性鳥イン
フルエンザウイルスから派生した様々な N 亜型の H5 鳥
インフルエンザウイルスが，中国国境を越えて世界に拡
散し始めている．そのひとつである 2010 年頃中国に出
現した H5N8 鳥インフルエンザウイルスは，中国→韓国
→シベリア （中国東北部） →ヨーロッパ，北アメリカ大
陸，東アジア （日本，台湾） という鳥インフルエンザウ
イルスの流れをもって地球規模での拡散を続けている．
アジアにおいて，様々な NA を備えた H5 亜型鳥インフ
ルエンザウイルスはさらに密度を上げて分布してゆくと
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図 6　台湾における高病原性及び低病原性鳥インフルエンザの発生状況
 2015 年 1 月以降
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予想される．どのような性状を獲得した H5 ウイルスが
出現するのか目が離せない．中国では未だ撲滅できてい
ない H7N9 低病原性鳥インフルエンザウイルス感染病
は，近い将来，日本国内で発生するかもしれない．今後，
どのような鳥インフルエンザウイルスが主流をなすの
か，鳥類のみならずヒトに対してどのような病原性を持
つウイルスが出現するのか，より詳細な息の長い監視が
必要である32）．
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